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「神嶺富士」山元櫻月　作

目

志士「■∴霊

「洞窟」　　　　　「不二」

藤井霞郷　作　　　藤井霞郷　作

い
ち
し
な

わ
か
ま
ち
歴
史
嬬
訪
、
足
も
と
の
文
化
遺
産
へ
の
請
い

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
か
ら
の
お
知
ら
せ
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収
蔵
資
料
展
　
開
催
中
‖
∴
酢
醒
高
上

会
　
期
　
5
月
0
0
日
（
日
）
ま
で

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
の
収
蔵
品
か
ら
、
屏
風
絵
な
ど
の
大
作
を
中
心
に
日
本
画
を
展
示
し
ま
す
。

【
展
示
資
料
作
家
・
作
品
紹
介
】

○
山
元
櫻
月

山
元
櫻
月
は
、
明
治
2
0
年
（
1
8
8
7
）
滋

賀
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
1
3
才
の
と
き
、
近

代
京
都
画
壇
の
重
鎮
で
あ
り
、
華
麗
な
山
岳

風
景
画
で
知
ら
れ
る
叔
父
の
山
元
春
挙
に
入

門
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
画
号
を
春
汀
と
称
し
、
明
治
4
0

年
（
1
9
0
7
）
第
一
回
文
展
に
初
入
選
し
て

か
ら
入
選
を
重
ね
、
昭
和
4
年
（
1
9
2
9
）

に
は
帝
展
推
薦
と
し
て
、
無
鑑
査
出
品
が
認

め
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
8
年
（
1
9
3
3
）
に
師
の

春
挙
が
没
し
て
か
ら
は
、
画
号
を
櫻
月
と
改

ま
し
た
。
そ
の
清
澄
、
幽
玄
な
独
自
の
画
風

は
、
横
山
大
観
か
ら
絶
賛
を
受
け
ま
し
た
。

※
無
鑑
査
出
品

美
術
展
覧
会
で
、
過
去
の
入
選
実
績
な
ど

に
よ
り
、
鑑
査
な
し
で
出
品
で
き
る
こ
と
。

○
藤
井
霞
郷

藤
井
霞
郷
は
、
明
治
3
1
年
（
1
8
9
8
）
に

東
京
市
芝
区
（
現
東
京
都
港
区
）
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
母
は
禾
生
村
の
出
身
で
、
叔
母
の
養

女
と
し
て
品
川
で
育
ち
ま
し
た
。

霞
郷
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
画
才
豊
か
で
、

日
本
画
の
巨
匠
・
川
合
玉
堂
の
門
下
生
と
な

り
、
大
正
1
3
年
（
1
9
2
4
）
に
帝
展
で
初
入

選
を
果
た
し
て
、
画
家
と
し
て
世
に
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、
数

回
に
わ
た
っ
て
帝
展
の
特
選
候
補
に
選
ば
れ
、

昭
和
4
年
（
1
9
2
9
）
に
は
束
久
邁
宮
家
新

御
殿
の
天
井
画
を
描
い
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
各
展
覧
会
で
力
作
を
発
表
し
続

け
ま
し
た
が
、
昭
和
8
年
（
1
9
3
3
）
か
ら

病
気
療
養
の
た
め
、
母
と
妻
の
郷
里
で
あ
る

禾
生
村
に
転
居
し
ま
し
た
。

戦
争
中
の
生
活
苦
や
、
長
男
の
戦
死
な
ど

心
痛
も
重
な
り
、
終
戦
後
ま
も
な
く
病
床

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
昭
和
2
4
年

（
1
9
4
9
）
2
月
に
死
去
し
ま
し
た
。

開
館
時
同
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

観
覧
料
一
般
　
　
3
0
0
円
（
2
1
0
円
）

高
・
大
学
生
　
2
0
0
円
（
1
4
0
円
）

小
・
中
学
生
　
1
0
0
円
（
　
　
7
0
円
）

※
（
　
）
内
は
2
0
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

祝
日
の
翌
日

間
合
先
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

℡
（
4
5
）
8
0
0
8

堪
閏
誠
美
術
館
企
画
展

『
季
節
の
情
景
す
冬
か
ら
初
夏
へ
』

会
　
期
　
6
月
1
3
日
（
目
）
ま
で

会
　
場
　
増
田
誠
美
術
館
（
ふ
る
さ
と
会
館
2
階
）

開
館
時
同
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
0
0
分

休
館
日
　
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

祝
日
の
翌
日

【
作
品
紹
介
】

セ
ー
ヌ
川
は
、
パ
リ

の
街
の
中
心
を
流
れ
る

フ
ラ
ン
ス
で
2
番
目
に

長
い
川
で
す
。
川
岸
に

繋
が
れ
た
船
、
橋
の
向

こ
う
の
町
並
み
、
川
面

に
映
え
る
夕
日
を
描
い
た
作
品
。

間
合
先
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
℡
（
4
5
）
8
0
0
8

め
て
展
覧
会

活
動
か
ら
離

れ
、
山
中
湖

畔
に
か
ま
え

た
ア
ト
リ
エ

で
、
厳
然
と

し
て
そ
び
え

る
神
韻
富
士

を
昭
和
0
0
年

（
1
9
8
5
）

に
没
す
る
ま

で
描
き
続
け

葦
轡
選

I
l
咋

1　．，園
田

・
士
十

能
藍
陸
上
－

〆｝

レ
ー
良
∴
享

誹
線
藻

塩
隷
書

初
心
宥
パ
ソ
コ
ン

対
象
者
　
市
内
在
住
1
8
歳
以
上
の
方
で
キ
ー
ボ

ー
ド
・
マ
ウ
ス
の
使
え
る
方

日
　
程
　
5
月
1
6
日
、
2
3
日
の
各
日
曜
日

時
　
間
　
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午

午
後
1
時
～
4
時
3
0
分

内
　
容
　
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
、

フ
ァ
イ
ル
の
扱
い
、
簡
単
な
文
書
作
成
な
ど

定
　
員
　
1
5
名

費
　
用
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

開
館
時
間
　
午
前
9
時
5
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分

休
館
日
　
4
月
5
日
（
月
）
、
1
2
日
（
月
）
、
1
9
日

（
月
）
、
2
6
日
（
月
）
、
5
0
日
（
金
）

申
込
・
間
合
先

情
報
未
来
館
　
℡
（
4
3
）
1
4
5
2


